
発　行　日　　令和８年５月22日
発行責任者　　中山　裕子
会　員　数　　1,582名
事　務　局
　公益社団法人 新潟県理学療法士会 事務局
　新潟市中央区南笹口1丁目1番38号
　コープオリンピア笹口303号
　　電 話　025−250−7660
　　FAX　025−250−7661（公社）新潟県理学療法士会ニュース  No.215

　　　目　　　　次

令和８年度士会活動の重点項目について…………１

リレーエッセイ………………………………………２

学術局生涯学習部だより……………………………３

士会・協会制度の活用事例施設の紹介……………８

表彰委員会からのお知らせ
　中山会長　協会賞受賞される……………………11

2025年度　第５回理事会議事録………………………11

2025年度　第６回理事会議事録………………………14

事務局ニュース………………………………………17

結婚お祝い制度のお知らせ…………………………18

育児休業割引、シニア割引のご案内………………18

編集後記………………………………………………18

− 1 −

令和８年度士会活動の重点項目について
公益社団法人　新潟県理学療法士会　　　　　　　

会　　長　中　山　裕　子　

　会員の皆様におかれましては新年度を迎えられ、気持ちも新たにお過ごしの事と存
じます。
　令和８年度は診療報酬の改定がありました。特に急性期病棟においては理学療法士

の新たな働き方を推し進める改定になったと認識しております。私たち理学療法士はあらゆる現場において
も高度な専門性を堅持しつつ、医療人材不足を乗り切り、持続的かつ高いレベルの医療サービスを展開して
いく必要があります。現場の皆様におかれましては、改定の対応においてさまざまなご苦労があると思いま
す。皆様の声をぜひあらゆる機会にお寄せいただきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。
　さて、本年度の本会活動の重点項目として、①ブロック体制の定着と深化（継続）、②部局活動のための部
員登録体制の促進と定着（一部変更）、③入会者、休会者、退会者への対策（継続）、④教育領域の支援（一部
変更）、⑤産後ケアの取り組み、制度構築（新）、⑥各種機関や団体との連携強化（継続）、⑦県民およびPTに
向けた戦略的広報（継続）、⑧学術・研究活動に関する支援（継続）を挙げました。まず、ブロック体制の定
着と深化については、コロナ禍以前に実施していました、会員同士の顔の見える関係の構築を目的としたブ
ロック内での情報交換会等を開催します。それには可能な限り私を含む役員も参加させていただきます。ブ
ロック内でのコミュニケーションを図ることで、入会者増、休会者、退会者減少へ働きかけていく予定です。
②部局活動のための部員登録体制の促進と定着の具体的活動として、各部局の部員の公募を行うこととしま
した。会員の皆様におかれましては、募集の際にはぜひご応募していただきたくお願い申し上げます。また、
全県的活動だけでなく、お住まい、もしくは勤務先の地域での士会事業に協力参加できるような工夫も行っ
てまいります。さらに今年度の新規事業として、⑤産後ケアの取り組みを行います。既に県内の１市町村と
モデル的に産後１年未満の母子を対象に骨盤ケア・腰痛対策の教室を開催することで動いています。これを
基に市町村における母子保健事業への参画を図る予定です。ご興味のある会員の皆様は、今年度、協会で開
始される母子保健推進メンバー制度のプログラム履修をお勧めいたします。
　今年度も理学療法士が社会の中で生き残り、活躍してゆくため活動してまいります。引き続きご理解ご協
力を賜りますようお願い申し上げます。また、職場の中やご友人で入会されていない方がいらっしゃいまし
たら、是非お誘いいただき共に活動・研鑽していきたいと思います。
　最後に、今年度は６月14日（日）に総会を開催いたします。昨年度の活動報告も併せて説明させていただき
ます。多くの会員の皆様にご参加いただき、今後の展開について協議できることを願っております。
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リレーエッセイ １

　　「浅煎り珈琲」
新潟県立吉田病院　杉　本　　　渉　

リレーエッセイ ２

　　「ポケモンGO」
医療法人社団 HOC  はやみ整形外科クリニック　浅　野　夢　人　

　元々、趣味と言えるようなものがないことが小さなコンプレックスでしたが、最近ようやく見つかっ
た気がしています。２年前、長岡市に住んでいた頃になにげなく入ってみた珈琲豆屋さんで飲む珈琲が、
とても美味しかったことがきっかけでした。その珈琲はいわゆる「浅煎り珈琲」というもので、それま
での苦味の強い珈琲のイメージとは違い、果実のよう
な爽やかな酸味と香りがする、今までに飲んだことの
ない珈琲でした。気付いたらそのお店で豆を購入して
おり、気付いたらそれを挽くためのコーヒーミルと、
それを淹れるためのドリッパーとフィルターとサーバ
ーを購入しており、気付いたらいつの間にかコーヒー
が私にとって日常の一部となっていました。
　お湯を注いだ瞬間に広がる香りは、気持ちをゆっく
りと落ち着かせ、忙しい日常の中に穏やかな時間を生
み出してくれます。美味しい珈琲に出会ってから２年、
これからも、自分なりの一杯を楽しんでいきたいと思
います。

　私の大好きなものはポケモンGOです。昼休みになるとクリニックの周辺を歩きながらポケモンを探
すのが日課になっています。短い時間ではありますが、外に出て体を動かしながら楽しめるため、良い
気分転換になっています。

　ポケモンGOの魅力は、普段何気なく歩いている道でも新たな
発見があることだと思います。いつも通っている場所でも、ポケ
モンを探しながら歩くことで違った景色に見えたり、小さな変化
に気付くことができます。また、イベントなどがあると普段は行
かない場所にも足を運ぶきっかけになり、楽しみの一つとなって
います。
　短い時間の中でもリフレッシュすることで、午後の業務にも前
向きに取り組むことができています。これからも日々の楽しみの
一つとして続けていきたいと思います。

　次回は、はやみ整形外科クリニックの吉田麗玖さんにお願いし
ます！
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学術局生涯学習部だより

学術局長・生涯学習部部長　田　中　　　健　
生涯学習部副部長　野　嶋　素　子　

　会員の皆様におかれましては、日頃より県士会活動へのご理解とご協力をいただき誠に感謝申し上げ
ます。2026年度の学術局主催研修会は、今年度も参加費無料で参加いただけます。研修会情報は随時ご
案内させていただきますので、奮ってご参加ください。
　学術助成研究、勉強会支援の募集を開始しました。また、登録理学療法士更新の更新時研修も開始と
なります。以下に内容を記載してありますので、各自ご確認ください。また、生涯学習制度についての
ご質問がありましたら、生涯学習制度関連のお問い合わせ先にメールにてお問い合わせください。

重要！　2026年度も参加費を無料とします！！！

　2026年度の学術局生涯学習部主催による研修会は参加費を無料といたします。新潟
県理学療法士会会員の皆様につきましては、本年度も昨年同様に研修会は無料で参加い
ただけますので、奮ってご参加ください。（ただし、理学療法士講習会、第31回新潟県
理学療法学術大会は除く）

重要！　2026年度は登録理学療法士の更新年となります

　2022年４月に登録理学療法士を取得された方（生涯学習制度変更により自動的に登録理学療法士となった
方）は、2026年度末（2027年３月31日）が有効期限となります。
　2027年３月31日までに①50ポイント以上を取得し、②更新時研修を受講する必要があります。

①　登録理学療法士更新ポイントを取得するためには以下の内容があります
◦　「JPTA news」を利用した問題回答（偶数月に発刊　１ポイント）
◦　日本理学療法士協会の eラーニングによる受講
◦　研修会・講演会・ワークショップ等の受講（30分：0.5ポイント）

ⅰ）協会・士会・ブロック・日本理学療法学会連合の会員団体の主催のもの
ⅱ）士会が承認した会員所属施設主催のもの

◦　学会への参加
◦　広報誌等への投稿・執筆（士会・協会が対象と認める発行物）

②　2026年度登録理学療法士更新時研修
受講対象者：2022年度（2022年４月１日～2023年３月31日）に登録理学療法士を取得した方
受 講 方 法：eラーニング
受 講 費：無料
申 込 方 法：マイページ（セミナー番号：156270）
申 込 期 間：2026年４月16日～2027年３月30日（詳細は協会ホームページをご確認ください）
視 聴 期 間：2026年４月16日～2027年３月31日



協会ホームページ
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重要！　生涯学習制度の一部改訂について

　2022年度に開始した現在の生涯学習制度は、2027年度までに段階的に見直しを図ることが協会より発表が
ありました。一部改訂に関する会員向けの情報公開は、日本理学療法士協会ホームページにて公開されてお
ります。大変重要な内容ですので、各自ご確認ください。

〈前期研修・後期研修〉［2027年度改訂］
◎前期研修および後期研修のeラーニングに関して、講義内容の見直しを実施
◎症例検討会に日本理学療法士協会主催を追加

〈登録理学療法士更新〉［2026年度／2027年度改訂］ 
◎更新のための活動期間年度末までに変更
◎更新時研修の受講費を無償化
◎同一カリキュラムコードにおける高いポイント数への上書き可能
◎カリキュラムコードを新たに追加
◎更新延長要件をより具体的な記載方法に変更
◎2029年度の改定に向けて、失効の猶予期間を延長

〈認定・専門理学療法士制度〉［2026年度／2027年度改定］
◎認定理学療法士および専門理学療法士の更新要件を見直しました。
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2026年度　学術助成研究　募集開始のお知らせ

　2026年度の学術助成研究を募集します。学術助成研究は、新潟県理学療法士会会員の学術活動に対して支
援を行い、県学会発表や県学術誌投稿を励行するもので、理学療法に関する研究であれば基礎・臨床を問わ
ずいずれの分野でも可能です。
　応募要領等の詳細は、県士会ホームページ、毎月配信のメルマガからご確認ください。
　公募期間は、2026年 ６月１日～７月31日までとなっております。

2026年度　勉強会支援　募集開始のお知らせ

　2026年度の新潟県理学療法士会　勉強会支援の募集を開始します。勉強会支援は、会員の学術活動を支援
することを目的に、新潟県内各地で行われている勉強会に対して支援を行う制度です。勉強会支援は、一件
につき１万円の助成を行い勉強会運営の補助とするものです。申請方法等の詳細は、県士会ホームページ、
毎月配信のメルマガからご確認ください。

第31回新潟県理学療法学術大会　　会期・会場が決まりました！

■ 会　　　期：2026年12月19日（土）～20日（日）
■ 会　　　場：朱鷺メッセ新潟コンベンションセンター（〒950-0078 新潟県新潟市中央区万代島６−１）
■ 大 会 長：平林 弦大（看護リハビリ新潟保健医療専門学校）
■ 準備委員長：長谷川 諒（看護リハビリ新潟保健医療専門学校）

※会員皆様のご協力をどうぞ宜しくお願い致します。

　2026年度学習局生涯学習部主催研修会　予定

　 研 修 会 テーマ／講師 日 程 会    場

５月 第118回研修会

テーマ：整形外科疾患の理学療法　基礎編
講師：野嶋　素子先生（新潟中央病院）

木賀　洋先生（新潟県立中央病院）
奥野　泰弘先生（佐渡総合病院）

５月23日（土） Web開催
【157788】

６月
新人オリエン
　　テーション
� 研修会

①　はじめての脳卒中理学療法のポイント
　　講師：久保田雅史先生（桑名病院）
②　はじめての運動器理学療法のポイント
　　講師：熊木　純一先生（みどり病院）

６月14日（日）
（総会同日）

看護リハビリ新潟
保健医療専門学校
【申込受付中】

６月～
７月

登録理学療法
前期研修

Ａ－１「職業人と倫理」
Ａ－２「協会組織」
Ａ－３「人間関係および接遇」
Ａ－４「理学療法における関連法規」
Ａ－５「理学療法における情報管理」
Ａ－６「生涯学習について」
　　講師：学術局　生涯学習部部員

６月～７月
18：30～ Web開催
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■　感染予防・感染拡大防止への対応について
　当士会主催の研修会実施に際して、感染症予防および感染拡大防止の対策として以下のように対応してい

きます。

〈当士会の対策〉

　研修会に関わるスタッフは、日常における体調管理を徹底し、検温、手洗い、うがい、マスク着用等の

感染予防を励行した上で対応をいたします。

〈参加者へのお願い〉

◦　受付時に体温計測は実施しません。発熱、咳などの症状がある場合は、参加を控えていただきますよ

うお願いいたします

◦　参加時のマスク着用は各自の判断でお願いいたします

◦　受講中に体調の変化が認められた場合は、無理をせずに早めにスタッフへお申し出ください

■　県士会主催Web研修会への参加方法について（Zoomシステム利用の場合）
◦　パソコンもしくはスマートフォンに、Zoomのアプリをインストール（無料）し、登録を済ませてくだ

さい

◦　Zoomの使用につきましては、各個人での責任でお願いいたします。接続中は多くの通信量（およそ90

分で0.5GB）が必要です。Wi-Fi環境をご確認の上ご利用ください。研修会にかかる通信料金については、

県士会は一切の責任を負いかねます。予めご了承ください

◦　お申し込み後、申し込み時のメールアドレスへ参加に必要なURL、ID、パスコードをお知らせします。

研修会によってはZoomミーティングの事前登録をお願いする場合がございます

◦　研修会開催日３日前になっても参加に必要なURL、ID、パスコードが届かいない場合は、各研修会の

問い合わせ先へご連絡ください

◦　研修会によってはZoomミーティングへの入室方法が異なる場合がございます。各研修会案内をご確認

ください

◦　研修会時に出欠確認を行う場合があります。県士会主催の研修会へ参加の際は、名前を「会員番号_

　氏名（フルネーム）」でご登録ください

◦　Zoom画面の録画や録音、撮影は一切行わないようにお願いします

◦　不正行為が確認された場合は、受講を認めずポイント付与にならない場合があります

※メールアドレスの入力不備により参加できない事案が多く発生しております。登録の際はご注意ください

〈研修会ポイント認定について〉

◦　遅刻や早退はポイント認定にならない場合がありますのでご注意ください

◦　参加確認として､協会会員アプリのQRコードを使用します。協会会員アプリのインストールとログイ

ンができるようにご準備ください



看護リハビリ新潟保健医療専門学校
19

各種車椅子・座位保持装置・ベッド・コミュニケーションエイド
福祉機器・介護用品・介護保険レンタル・住宅改修

㈱ Ｇ・Ｔ・Ｂ (オーエックス新越）

〒956-0002 新潟県新潟市秋葉区市之瀬349-2
TEL 0250-25-2626  FAX 0250-25-7710

http://www.gtb-niigata.jp
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〈研修会申込み後のキャンセルについて〉

　研修会申込み後のキャンセルについては返金ができません。また、参加費の支払いをせずに欠席された

場合でもご入金いただく場合がございます。あらかじめご了承ください。

　お申し込みに際しては、よく検討した上でお申し込みくださいますようお願い致します。また、止むを

得ず欠席の場合は、キャンセル用アドレスからご連絡いただきますと幸いに存じます。ご理解とご協力を

お願い致します。

キャンセル専用アドレス：pt.gakujutu@gmail.com

※研修会が天候等の事情でやむを得ず中止・延期となる場合は、メールにてご連絡をいたします。協会に登

録してあるメールアドレスに送信いたしますので、メールアドレスの登録及び受信可能なアドレスである

ことを確認してください。また、県士会ホームページに情報掲載を行いますので、必ずご確認ください。

○生涯学習制度関連のお問い合わせ

　　　桑名病院　　　　　田中　　健	 E-mail：takeshikenpt@gmail.com

○学術誌関連のお問い合わせ

　　　新潟医療福祉大学　犬飼　康人	 E-mail：inukai@nuhw.ac.jp

○学術局全体のお問い合わせ

　　　桑名病院　　　　　田中　　健	 E-mail：takeshikenpt@gmail.com
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士会・協会制度の活用事例施設の紹介

　当士会では現在、理学療法士免許取得者の入会促進を最重要課題と位置づけています。
近年の入退会状況は危機的な水準にあり、この現状を打破することが急務です。
本稿では、士会・協会の制度を有効活用し、先進的な取り組みによって職場の活性化を実
現している３施設を紹介します。

①　医療法人新成医会　総合リハビリテーションセンターみどり病院

②　社会医療法人桑名恵風会　桑名病院

③　岡田整形外科

医療法人　新成医会
総合リハビリテーションセンターみどり病院

■ 概　要
　当院は平成14年に新潟市中央区神道寺に開院した総合リハビリテーションセンターです。リハビリテー
ション医４名のもと、地域に根差し、回復期から生活期、在宅期までを見据えた安心・安全なリハビリテー
ション医療の提供を目指して日々研鑽を重ねています。リハビリテーションスタッフ数は、PT51名、OT41
名、ST29名です。
■ 生涯学習制度の履修状況
認定PT：16名（31％）（脳卒中12名、神経筋障害１名、運動器２名、補装具１名）
登録PT：31名（61％）
地域包括ケア推進リーダー15名、介護予防推進リーダー10名
臨床実習指導者講習受講者：34名（67％）
その他　協会指定管理者（初級・上級）、３学会合同呼吸療法認定士など
■ 当院の士会・協会制度の活用方法

生涯学習制度ポイント活動
当院のPTスタッフが症例検討会（事
例）の発表者となり、互いにポイン
ト活動を支援します。また院外から
講師を招き、講義形式での研修もポ
イント申請対象にしています。

新人育成プログラム実地研修の推進
新卒者の入会率は100％。生涯学習
制度の前期研修（実地研修）を推進
しています。指導役としての登録理
学療法士の育成にも力を入れていま
す。

地域包括推進担当部門
リハ部内に地域包括推進担当部門を
設 置 し、 フ レ イ ル 対 策 推 進 マ ネ
ジャー取得の推奨　地域ケア個別会
議参加、地域の茶の間やイベントで
の講師派遣を行っています。
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社会医療法人桑名恵風会
桑名病院 リハビリテーション部

■ 当院の概要
　新潟市東区にある、急性期一般病棟、回復期リハ病棟、地域包括ケア病棟のある186床の病院です
■ 当院の理学療法士の生涯学習履歴と職能資格の状況
入会１～５年：９名　　　　入会６年以上：19名（登録理学療法士 14名  登録理学療法士率：73％）
認定理学療法士：８名　　　地域包括ケア会議推進リーダー：６名　　　介護予防推進リーダー：７名
フレイル対策推進マネージャー：４名　　　協会指定管理者：４名
■ 当院での生涯学習制度の推進方法
　年２回、生涯学習履歴シート（県士会ホームページの各種様式ダウンロードにあり）を使用して、各スタッ
フの生涯学習制度の進行具合、認定・専門理学療法士更新ポイントの確認、各種職能資格の取得状況を上長
との面談時に確認しています
　今年度は、症例検討会を年42回、研修会を年11回実施し、生涯学習ポイントとして申請し日々の病院業務
の中で更新ポイントが取得できるようにすすめています
　認定理学療法士や専門理学療法士の取得希望者には、取得にかかる研修会費や受験費用を病院が全額負担
し、認定理学療法士更新の必須研修会の参加費の助成もおこなっております
■ 新潟市フレイル予防事業への参加
　介護予防推進リーダーやフレイル対策推進マネージャーの資格を有しているものは、新潟市からの委託事
業である「フレイルサポーター養成講座」への参加や「新潟市のフレイルチェック事業」にも参加しており
ます。参加することで、日々の理学療法への考え方が、退院後の患者さんへの生活にも広がっており、質の
良い理学療法の提供の一助になっております
■ 地域包括ケア会議への参加
　地域包括ケア会議推進リーダー取得者は、新潟市東区の「介護予防のための地域包括ケア会議」に参加し
ております。この地域包括ケア会議は、回復期リハビリテーション病棟入院料１、２の施設基準としてある
「地域リハビリテーション活動支援事業への参加」に当たるため、病院からも積極的な参加を求められてお
ります

■ 認定資格を活かして高度専門スキルの育成・指導

ウェルウォークPTたち
脳卒中認定PTによる

ウェルウォークチームの運営

リハ栄養チーム員たち
運動器認定PTによる

リハ栄養チームの運営

片麻痺患者の装具の適応とスキル研修
補装具認定PTとスキルアップ

■ まとめ
　当院には士会・協会の認定制度を積極的に活用し、キャリアアップを目指す意識の高いスタッフが多く在
籍しています。職員の成長や目標達成、チャレンジすることを応援する部署でありたい・・・と、人事考課
に反映する取り組みを行っています。今後、認定資格取得者の専門性や診療技術の価値が公的に示され、イ
ンセンティブにつながる仕組みの整備がより一層進むことを期待しています。
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■ 労働者就労支援事業への参加
　新潟県理学療法士会労働者就労支援委員会の研修会に参加し、県内
企業の支援事業に携わっているスタッフもおります。また、学んだ知
識と経験を協会事業でもある「職場における腰痛予防宣言！」として、
病院内の看護師、ケアワーカーを対象に、「腰痛予防」の研修会を年２
回開催し、腰痛予防の推進を院内でも図っています
■ まとめ
　協会や県士会の活動を有効利用することにより、専門職としてのキャリアアップや、病院以外の場で理学
療法士の専門性を発揮し、そこでの経験を病院での理学療法にも活かしております
　みなさん、協会や県士会の活動に参加してみてはいかがですか

岡田整形外科

■ 資格所得と人事考課の連動
　当院では臨床技術と知識の習熟を奨励しており、一環として指定資格
に対し手当による給与反映を行っています。
　　対 象 例：�登録理学療法士、認定理学療法士、日本スポーツ

協会公認アスレティックトレーナーなど
　　独自の取り組み：�当院の強みである「拡散型圧力波治療」に

関しては、日本体外衝撃波医学会が認定す
る施術者資格にも手当を付与。

■ 研究活動への助成活用
　県士会の研究助成金に積極的に
応募し、学会参加や論文作成における個人負担の
軽減に努めています。
　　実　　績：�第３回新潟県リハビリテーション専門職学術大会にて、当院

の平塚栞PTが助成金を活用した研究で「フレッシュマン賞」
を受賞しました。

■ 身近で実践可能なキャリアアップ
　足の外科が専門の当院では、「捻挫」や「扁平足」の研究と症例検討を推奨しています。この活動は若手
の技術支援や中堅の指導力向上に繋がります。
　最初から高度な研究を目指す必要はありません。まずは日々の臨床疑問を「症例研究」として形にするこ
とから始めませんか？県士会主催の検討会や学会での発表は、理学療法士としての実績と自信に直結します。
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中山会長　協会賞受賞される
　当士会会長の中山裕子氏が2024年協会賞を受賞されました。協会賞は
日本理学療法士協会が協会や県士会の活動において、格段の功績のある
会員を表彰している協会の最高賞です。
　中山氏は、平成21年に士会理事に就任、学術局を担当し、県士会学会
をそれまでの１日開催から２日間開催にすることで、会員の学術活動を
後押しする体制を前進させました。平成27年からは副会長に就任、他都
道府県士会に先駆けて高年齢労働者を対象とした就労支援事業を立ち上
げ、企業に会員を派遣する訪問支援事業を開始しました。派遣する会員を育成し、派遣先企業を開
拓することで、会員が社会の要請に応え活躍できる機会を拡げました。令和７年からは県士会長に
就任しています。
　この度の協会賞の受賞、誠におめでとうございました。
� （文責　表彰委員会　藤澤明彦）

表彰委員会からのお知らせ

2025年度
公益社団法人　新潟県理学療法士会

第５回理事会議事録
日　時：2026年１月25日（日）　９：00～12：24
場　所：新潟県理学療法士会事務局　Web会議
出席者：

理　事　�中山裕子、郷貴大、田中健、藤澤明彦、
高鳥真、田村友典、大和隆紀、金子巧、
犬飼康人、大野智也、小島渉、近藤公則、
小川恵一、飯田晋、山本典子、樫出敬介

監　事　堀川武範、小林諭　菊入恵一
相談役　佐藤成登志
顧　問　深川新市
ブロック長　�法山徹、諏訪和彦、中俣和広、
　　　　　　谷口憲央、高野義隆、本間宏彰
委員長　小野塚智紀、石井康朗

Ⅰ．会長挨拶

Ⅱ．議　　題

１　報告事項
　事前に配布された資料をもとに事業報告及び今後
の活動について説明がなされた。
以下の追加報告があった。
＜学会準備委員会＞
高鳥理事；第３回新潟県リハビリテーション専門職

学術大会の収支について決算はまだしていないが、
最終的に約154万円程度の支出になる。

＜スポーツ活動支援部＞
飯田理事：認定スクールトレーナー制度の第３期養

成講習会受講における推薦者２名を募集している。
現在12名の応募者がいる。

＜生涯学習部＞
田中理事：協会より生涯学習制度の見直しの連絡が

あり、１月30日に協会から説明会が予定されてい
る。
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＜災害対策委員会＞
小野塚委員長：新潟県災害リハビリテーション協議

会のPT士会緊急連絡先の登録２名に関して更新
が必要である。財務部に災害リハビリテーション
協議会への年会費の納入をお願いしたい。
⇒理事会にて登録者は災害対策委員長の小野塚智

紀氏と副会長の藤澤明彦氏に決定した。年会費
の納入も承認された。

＜財務部＞
田村理事：2025年４月より公益法人制度が改正され、

収支相償が中期的な収支均衡となり公益事業黒字
の５年間での解消が可能になり、遊休財産規制が
使途不特定財産規制となり上限額が過去５年間の
事業費の平均額となった。

＜事務局＞
郷理事：OT士会から外部監事の依頼があった。

　以上、報告事項は理事会にてすべて承認された。

２　協議事項
１）2026年度事業計画（案）の協議
　会長より、2026年度重点項目について資料をもと
に説明がなされた。
　その後、各部局から提出された2026年度事業計画
資料について説明がなされた。
＜総務部＞
　新入会員事業を新人研修会と総会を同日にして、
新入会員に昼食を提供することに変更したい。
＜財務部＞
　例年通り。電子化を検討する。
＜広報部＞
　ホームページの整備、SNSの整備および運用を行
う。
＜生涯学習部＞
　Web研修を継続する。対面研修も企画する。登
録理学療法の更新の広報をする。
＜学術誌部＞
　例年通り。理学療法新潟の発刊、第31回新潟県理
学療法学術大会に対して対応していく。
＜地域包括ケアシステム推進部＞
　例年通り。第31回新潟県理学療法学術体会でブー
ス設営をする。

＜就労支援部＞
　例年通り。管理者研修会、会員交流会などを計画
する。
＜公益事業部＞
　例年通り。資料の通り。
＜渉外部＞
　新潟県理学療法士連盟の組織および事務局体制の
整備の支援をする。
＜スポーツ活動支援部＞
　 例年通り。認定スクールトレーナー制度の広報
を行い、活動を支援する。
＜ブロック事業部＞　
　例年通り。ブロック担当者会議の開催、各ブロッ
ク事業への参加協力、調整などをする。会員データ
調査で協会のデータ調査などをする。
＜上越ブロック＞
　入会促進のための管理者研修会を追加して行う。
＜中越北ブロック＞　
　研修・症例検討会などを１日にまとめ、ブロック
内の研修大会を行う。入会促進のための研修会を
行う。
＜中越南ブロック＞
　対面実技研修会を開催する。理学療法の日のイベ
ントはブロック単独開催を検討する。
＜新潟西ブロック＞
　顔の見える関係づくりのために、管理者・部門代
表者ネットワーク研修会、地域住民向けのランニン
グイベントを開催する。
＜新潟東ブロック＞
　例年通り。症例共有座談会、地区長会の開催など
をする。
＜下越ブロック＞
　例年通り。理学療法の日は対面開催をする。入会
促進のための管理者研修会をする。
＜佐渡ブロック＞
　例年通り。
＜表彰委員会＞
　各団体、県、協会からの候補者推薦依頼に対応す
る。県士会の永年表彰準備などをする。
＜倫理委員会＞
　例年通り。
＜学会準備委員会＞
　第31回新潟県理学療法学術大会（2026年12月19日、
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20日）を開催する。また、第32回新潟県理学療法
学術大会の準備を進めていく。
＜地域活動推進委員会＞
　例年通り。新潟県地域包括ケア支援専門職協議会
からの委託事業を継続する。市町村への専門職派遣
調整事業をする。
＜災害対策委員会＞
　例年通り。
＜障がい児・者支援委員会＞
　外部専門家派遣事業での対面研修会を開催する。
また、事業の有用性を知ってもらうため、初回無料
で派遣を行う。
＜労働者就労支援委員会＞
　協会産業保健人間工学推進リーダー制度のメンバー
取得カリキュラムが開始するため、会員に取得を促
す。士会独自事業、産保センター支援事業を継続す
る。
＜診療報酬・介護報酬委員会＞
　診療報酬改定、介護報酬臨時改定に対応する。
＜将来構想検討委員会＞
　資料の通り。
＜入会促進委員会＞
　資料の通り。

２）2026年度予算（案）について資料をもとに協議
　冒頭に県士会の2025年度予算執行状況について田
村財務部長から説明がなされた。その後、各部局か
ら提出された2026年度予算（案）について、各部局
から説明がなされ、予算を精査した。
＜総務部＞
　事務員の給与を2026年４月から時給あたり50円上
げたい。コピー機、印刷機のリースの継続代、フォーチ
ゲイト（事務局のネットワークのセキュリティー）
のリースの継続代を予算計上した。
＜生涯学習部＞
　2026年度もハイブリッド、Webのみ、対面のみ
と内容に応じ開催する。県士会主催の研修会は県士
会員の参加費を無料、他県士会会員は有料とする。

⇒各ブロック、障がい児・者支援委員会での研修
会参加費の設定について三役で検討する。2026
年度の予算案では、外部講師を呼ぶ研修会は、
士会員の参加費を収支のバランスをみて1,000円
～1,500円程度に設定する。

＜公益事業部＞
　体組成計の購入を検討しており、予算を計上して
いる。数社に見積もりを依頼し、購入品を検討する。

３）その他
＜生涯学習部＞　
県士会勉強会支援申請について
　日本神経理学療法学会新潟地方会WEBセミナー
より応募があった。

⇒理事会にて承認された。
＜渉外部＞　
高校生に向けた理学療法の啓発活動（見学ツアー）
について
　高校生の人口が減ってきており、理学療法士の認
知度をあげるために、渉外部、公益事業部、広報部
の部員で県内の高校生を対象に県の学術大会の見学
ツアーをするのはどうか。

⇒理事会にて、高校生に対しての事業は賛成意見
が多く、学術大会以外でのキャンペーンなどの
意見も出た。内容や方法など渉外部で検討して
いくこととなった。

＜事務局＞　
映画の作成に関して協賛金の依頼について
　バリアフリー・フィルム・パートナーズ様より、
映画作成に関して協賛金の依頼があった。
　１口３万円で５年間エンドロールに当士会の名前
が出る。ホームページ上に名前が掲載される。

⇒理事会では、反対意見が多く、否認された。
＜総務部＞　
2026年度第１回理事会および総会の日程について
　第１回理事会、総会の日程調整を確認した。第１
回理事会の日程は４月25日（土）で再度調整をはか
り、総会の日程は６月13日（土）となった。会場に
関しては、検討していく。
＜表彰委員会＞　
協会名誉会員の推薦について
　協会から名誉会員規定の要件を満たした２名（深
川新市氏、五十嵐進氏）の案内があり、県士会から
推薦したい。また、県士会では名誉会員規定がない
ため、案を作成したい。

⇒理事会にて承認された。

　以上、事務局からの協議事項１件を除き、すべて
の協議事項が理事会にて承認された。
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Ⅲ．連絡事項

＜会長＞
・協会の代議員選挙が行われている。新潟県の枠は

４名となっている。
・各部の部員の公募をしていく。
・衆議院選挙に関して、３区の斎藤洋明氏、１区の

内山航氏の支援者カードの協力等をお願いしたい。
・医師会から依頼で、２月に産業部会に参加するこ

とになった。
・県議会議員との情報交換会を３月16日に予定して

いる。

　次回、第６回理事会は、2026年３月１日（日）
13：00からとする。

� 以上　

　　　2026年１月25日作成
� 会長　　中山　裕子
� 監事　　堀川　武範
� 小林　　諭
� 菊入　恵一

2025年度
公益社団法人　新潟県理学療法士会

第６回理事会議事録
日　時：2026年３月１日（日）13：00～15：02
場　所：新潟県理学療法士会事務局　Web会議
理事数　現在の理事数17名　出席理事数15名
　出席者　�中山裕子、郷貴大、田中健、高鳥真、
　　　　　�田村友典、大和隆紀、金子巧、犬飼康人、

大野智也、小島渉、近藤公則、小川恵一、
飯田晋、山本典子、樫出敬介

　欠席者　藤澤明彦、栁　保
監事数　現在の監事数３名　出席監事２名
　出席者　堀川武範、小林諭
　欠席者　菊入恵一
相談役　佐藤成登志
顧　問　深川新市

Ⅰ．会長挨拶

　今年度も残り１か月となるが、事業の執行および、
来年度の事業計画・予算について活発な質疑をお願
いします。

Ⅱ．議　　題

１　報告事項
　事前に配布された資料をもとに事業報告および今
後の活動について説明がなされた。

　以下の追加報告があった。
＜渉外部＞
小川理事：
・第51回衆議院議員選挙で東京ブロック比例で田中

まさし氏が当選した。また、新潟小選挙区で新潟
県リハビリ専門職協議会、３士会、新潟県理学療
法士連盟の支援方針として、自民党公認候補者を
支援し、自民党公認候補者が全員当選した。当選
者にリハビリテーションを考える議員連盟に所属
していただけるように働きかける。

・映画「ぼくが生きている、ふたつの世界」のチケッ
トは全県共通券のため、新潟県内の各上映会場で
も使用できる。

・日本理学療法士連盟の各県士会の分担金について、
固定費10万円と会費率から出された金額を足して、
連盟会費約30万円となっている。渉外部の交際費
として計上したい。
⇒佐藤相談役からの質問：

　会費率に関して、休会人数を入れた会員数で
出されているが、県士会費を納入している会員
にした方がよいのではないか？

⇒小川理事からの回答：
　日本理学療法士連盟に確認していきたい。

・３士会合同での県議会議員との意見交換会を３月
16日に予定している。

＜財務部＞
田村理事：現在までの財務状況について、中期的な
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収支均衡に関して、現在100万円ほどの利益がで
ている。次年度以降の５年間で解消する必要があ
る。使途不特定財産に関して、570万円ほど多い
状況になっており、余剰分を積み立てていく。

　　次年度４月より、電子帳簿保存法を取り入れる。
変更点としては、領収書の提出がPDF等の電子
ツールで可能になる。研修会等の決算資料もデー
タでの提出となる。財務部で領収書の保管方法を
含め、マニュアルを作成する。

＜スポーツ活動支援部＞
飯田理事：認定スクールトレーナー制度の第３期養

成講習会は14名の応募があり、推薦者２名を決定
した。選考理由は、地域のバランスを考慮し、中
越地区で活動をしていただける方、スポーツ現場
だけでなく、特別支援学級等の活動も含めた幅広
いニーズに応えられるような方を選出した。

＜学会準備委員会＞
高鳥理事：第３回新潟県リハビリテーション専門職

学術大会の最終決算がでた。約48万円の赤字と
　なった。
中山会長：朱鷺メッセの都合により、次回からは、

３士会から新潟県リハビリテーション協議会が集
めて支払うことになり、領収書も新潟県リハビリ
テーション協議会から出るものとなるがよろしい
か？

財務部田村理事：問題ない。
＜その他＞
中山会長：産後ケアに関して、妙高市から来年度、

当士会に依頼があり、３月6日に会議がある。回
数は不明だが、今年度、来年度は無料での活動と
なる。

　　協会の代議員選挙が行われ、郷貴大氏、田中健
氏、藤澤明彦氏、椿淳裕氏が立候補し、４名の定
数内であり当選となった。また、補欠代議員２名
の推薦依頼があった。第１位を高鳥真氏、２位に
中山裕子氏を推薦とする。

　以上、報告事項は理事会にてすべて承認された。

２　審議事項
１）2026年度事業計画（案）の審議
　各部局から前回の理事会後に修正した2026年度事
業計画についての説明があった。

中山会長：関東甲信越ブロックの士会長会議にて、
来年度の２月に新潟が士会長会議の当番県となっ
ている。総務部の渉外費として、15万円を追加で
予算に計上したい。

２）2026年度予算（案）の審議
　前回の理事会後に修正した県士会予算について田
村財務部長から説明がなされた。その後に以下の
質疑応答があった。
質問：
①小林監事：中越北ブロック長より、研修会の参加

費の設定について、現在無料で計上しているが、
どうしたらよいか確認を依頼された。また、会員
外の参加も促したいため、会員外の参加費設定は
どうしたらよいかも確認を依頼された。
（中山会長）：会員の参加費を無料にするかどう

かに関しては、赤字額が多くなると事業の継続
性に影響がでる。次回の入会促進委員会で決定
したい。会員外の設定に関しては、協会は会員
の３倍程度としている。

③中山会長：余剰金について事務所修繕費が多くなっ
ているが、どのようにしたらよいか
（小林監事）：事務所修繕等積立に関しては、移

転も含め検討が必要であれば、大きな額が必要
になる。移転の候補をあげて、計画性をもった
積み立てが必要である。 

（中山会長）：来年度の将来構想委員会で移転の
必要性も含め検討していく。

④郷理事：公益事業部より体組成計の合い見積もり
が出されている。
（田村財務部長）：来年度の予算に計上されてお

り、来年度購入で問題ない。
（佐藤相談役）：合い見積もりの額を確認すると、

消費税を入れて80万円程度が必要と思う。
（中山会長）：70万円から80万円に変更したい。
（田村財務部長）：80万円で計上とする。

　2026年度事業計画案・予算案は理事会にて全て承
認された。

３）その他審議事項
・学術誌部：演題管理システムの契約に関する件

　犬飼理事：協会より、今まで使用していた協会
の演題管理システムが次回の県学会から使えなく
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なる。協会としては、外部のシステムを導入する
か、もしくはシステムなしで学会を運営してほし
いとのこと。協会はConfit（株式会社アトラス）
という演題管理システムを推奨している。以下の
２点について審議をお願いしたい。

・この案件を学術誌部で検討の案件で良いか？学会
準備委員会での検討が必要か。

・このような演題管理システムを取り入れるか。
中山会長：関東甲信越ブロック会議でも検討がさ

れていた。来年度の神奈川大会、再来年度の長
野大会では学会運営会社のシステムを使用する
予定。

高鳥理事：学術誌部で以前のようなメール等での
作業で演題管理ができそうなのか？県学会レベ
ルでは、40件程度の演題数となっている。関東
甲信越ブロックが契約した場合、県士会で使用
できるかは不明。

犬飼理事：以前のような手作業で行うことは可能。
しかし、システムを使用するとホームページの
履歴が更新できる。

堀川監事：Web化など業務の効率化により、費
用が少なくなった中で、必要なものであれば、
来年度購入の検討をしてよいと考える。

　理事会にて、次年度はシステムを導入せずに県学
会を運営することが決定した。また、学術誌部で継
続検討案件となった。

Ⅲ．その他連絡事項等

・総務部：
　今後の理事会・総会のスケジュール

2026年度第１回理事会
　日時：４月25日（土）13：30～　
　場所：事務局およびWeb
2026年度第２回理事会
　日時：６月14日（日）10：30～　
　場所：看護リハビリ新潟保健医療専門学校
2026年度定時総会
　日時：６月14日（日）12：45～　
　場所：�看護リハビリ新潟保健医療専門学校お

よびWeb
・ブロック事業部：

　ブロック担当者会議を総会後に同会場にて開催
・深川顧問：

　２月27日の国会中継でリハビリテーションにつ
いて質問があり、総理大臣が回答されていた。リ
ハビリ専門職の賃上げや厚生労働省内にリハビリ
テーションの中核になる組織設立の希望が出され、
総理大臣が検討していきたいと回答されていた。

� 以上　
　　　2026年３月１日作成　
� 会長　　中山　裕子
� 監事　　堀川　武範
� 小林　　諭
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事務局ニュース
１　会員の動き「2026年２月～2026年３月集計」
【新入会】　・２件
【県内異動】　・11件
【転入】　・２件
【転出】　・１件
【休会】　・31件
【復会】　・１件
【退会】　・17件
【育児休暇割引】　・８件
【シニア割引】　・１件
【施設名称変更】　・０件
【施設住所変更】　・０件

２　他士会関係
①　ニュース（他県士会）

秋 田 県　第219号
滋 賀 県　No. 228
神奈川県　No. 306
茨 城 県　No. 191
和歌山県　No. 107
兵 庫 県　vol. 209
長 野 県　No. 93
熊 本 県　第150号
静 岡 県　No. 213
広 島 県　No. 284
大 阪 府　第314号
山 梨 県　No. 167

②　学術誌・学会誌

理学療法京都　No. 55　2026
理学療法兵庫　No. 31　2025
理学療法  －技術と研究－  第54号
� （神奈川県理学療法士会）
岐阜県理学療法士会学術誌　第30号

③　その他

新潟県作業療法士会学術誌　第20巻2026年号
日本理学療法士協会　六十年史
ふれ愛にいがた26号（新潟県身体障害者団体連合会）
REGAC vol. 17（広島県理学療法士会）

響希Vol. 24（新潟県介護支援専門員協会）
自治体または企業における成人の健康づくりに寄与
するための手引き（実践版）（日本公衆衛生協会）
「新潟市健康経営事例集」（新潟市保健衛生部保健
所健康増進課　健康づくり・歯科保健担当）
ニュースレターNo. 30 新潟県難病医療ネットワーク
第53回四国理学療法士学会　学会誌発行形態変更の
お知らせ
JPTANEWS Vol. 359（公益社団法人日本理学療法
士協会）
創立50周年記念誌　公益社団法人滋賀県理学療法士
会

３　異動・休会・復会・退会の手続きについて
　異動（休退会含む）が生じ次第、速やかに協会マ
イページより、変更手続きをお願いいたします。
　休退会、転出については、年会費の未納がある場
合はお手続きが出来ません。納入確認後にお手続き
をお願いします。
　「育児休業割引」「シニア割引」「海外会員割引」
もございます。休退会手続きの前に、協会または県
士会ホームページをご確認ください。

※マイページID、パスワード紛失の場合は日本理
学療法士会 TEL：03-6804-1421 へお問い合わせ
ください。

＜自宅会員へのお願い＞

　現在、施設に所属していて自宅会員で申請してい
る方へお願いです。
　所属施設でまとめて郵送物を受け取れますよう自
宅から施設への変更手続きを協会マイページよりお
願いいたします。

［お問い合わせ］
〒950-0912　新潟市中央区南笹口１丁目１番38号
　　　　　　コープオリンピア笹口303号
公益社団法人　新潟県理学療法士会　事務局　宛
　TEL：025-250-7660　　FAX：025-250-7661
　（電話対応は月曜～金曜の９：00～15：50）
　E-mail：jimukyoku@nipta.jp
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育児休業割引、シニア割引のご案内
■（公社）日本理学療法士協会、（公社）新潟県理学療法士会の年会費には割引制度が

あります。
■ 申請は協会マイページの メニュー ＞ 会員管理 ＞ 会費割引申請 からお願い致しま

す。
■「海外会員」割引もございます。
■ 詳細は協会ホームページをご参照ください。
１．育児休業割引

・【協会年会費・県士会会費（新潟）】割引後 ご請求額 合計 5,000円
・【対象】育児休業期間中に割引申請を行った会員（申請書類が必要です）
・【割引適用年度】申請年度の翌年度の年会費に適用
・育児休業を取得されていない方（退職している等）は対象外です

２．シニア割引
・【協会年会費・県士会会費（新潟）】割引後 ご請求額 合計 5,000円
・【対象】満65歳以上かつ会員歴25年以上の在会会員で割引申請を行った会員
・【割引適用年度】申請年度の翌年度の年会費より適用を開始し、以降自動継続です

【ご結婚された会員の皆様へお祝い贈呈のお知らせ】
県士会では会員のご結婚のお祝いを下記の要領で贈呈しています。

〇 お祝いとして３千円分の QUO カードをお贈りします。
〇 ご結婚された会員は専用 Google フォームから申請してください。
〇 会員同士のご結婚の場合にはそれぞれに申請ができます。
〇 2024年４月１日以降に婚姻届けを出された方が対象です。
〇 お祝いの贈呈は会員期間通算して１回です。

　申請は下記 二次元コードを読み取り、専用 Google フォームに入力し送信してください。
　会員の福利厚生のための制度です。是非ご利用ください。

　申請専用 Google フォームへの
　　　　　　　　　 二次元コード

問い合わせ先：
　　新潟県理学療法士会総務部
� E-mail：jimukyoku@nipta.jp

　新年度がスタートし、皆様も新たな気持ちで日々をお過
ごしのことと存じます。変化の多い時代ではありますが、
こうした時こそ会員同士が手を取り合い、一丸となって活
動を盛り上げていくことが大切だと思っております。当士
会が展開する様々な事業が、皆様にとってより身近で有益
なものとなるよう、全力で取り組んでまいります。明るい
未来を共に築いていくためにも、ぜひ積極的なご参画をよ
ろしくお願いいたします。今年度も皆様と一緒に歩んでい
けることを楽しみにしております。� （T）

ゆきわり草　No.215
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問い合せ先　新潟リハビリテーション大学
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